
 

 

 

 

 

 

 

昨年に比べいい数字がでていますが、それは今年が暦や天気に恵まれたことも一因でした。 

減少より増えるに越したことはありませんが、数字に一喜一憂するだけでなく、観光都市として

「質の向上」、また来てみたいという「リピート率増」、さらには地元にお金がどう落ちたか 

（経済効果）が課題であり、これからもさらに地道な取り組みが求められます。 
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◎好調だったＧＷの観光客数、しかし一喜一憂することなく 
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◆県内主要観光施設の観光客数 

◆主要なイベントの人出 

※集計期間は大型連休期間と一致しないものもある 

＜追伸＞ 

観光施設は域外から来る方だけに見て

もらうものではなく、日頃から住民から

親しまれ、観光財産としてその「価値」

を共有されて、例えば地元の方がよそか

ら来た方と一緒に説明をしながら見て

廻る等の姿があればいいと思います 

（市民アンバサダー）。そういう意味で

はグラバー園や出島は年間通じて地元

住民は「無料」にするぐらいのことをや

ってもいいのではと考えます。 

◆大型連休期間中の観光客数（県内主要３０観光施設の利用者数） 


